
物 理 化学 の 進 歩Vol、1No.1(1926)

1£雪,r四 予ll吹 大郎)D:L1しlm民 の分 壓 の定 津 に封 ナ る違背 に 獣 て{、}剛 ㎝ 、 、～

Daltou氏 の 分 壓 の 憲 律 に 對 す る

違 背 に 就 て

四 手 井 次 太 郎

一 定 の 化學 的 粗 成 を イガす る流艦 のN1態 方 程 式 の 一 般 形 はxに 示 す

膿 な 開 係式 で 表 は され る。

八1,,2,,T)=0・

此 凾 數 の 特1<%e:はBurle及 びG島y・Lu螺c氏 の定 律 と し_C}`の 如

く表{よ され る。

2り己,ζRT.

然 る に實 在 の114に 於て は 共大 部 分 に此 關 係 が 精霜 に 適 川 せ られ

ぬ.敏 に 斯 の 如 き揚 合 に適 川 せ られ るzに 種itの 形 の 凾 數 が選 ばれ

て ゐ る.是'n:ly一 括 す る と大 凡次 の 通 りで あ る.
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四 手非次太郎)Ikdtrm氏 のう}壓のwroに 封する建背に就て、
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以 上 は.何 れ も 罪 凋 の 流 體 に 就 て 考 察 せ ら れ た 式 で あ る。

さ て 二 種 の 氣 眼 の 混 合 に よ つ て 得 ら れ た 氣 體 に 就 て は ユsoy年 に

Dslton氏 ② が 分 歴 の 定 律 を 提 出 し て ゐ る .之 に よ る と 一{り 混 合 氣 胆

のrす る 全 堅 は 其 成 分 氣 膿 の 呈 す る 分 腿 の 和 に 等 し い.个Pai.及

びP巾 で α 及 び ゐ な る 氣 駸 各1.Lル か 温 度r.積nに 於 て 呈 す る 夫

/rの 厘i力 と し,P・1・。で α な る 氣 偲 の`レ 分 子 分 數 とbな る 氣 髄 の(1.一.r')Si

子 介 数 と か ら な る 混 合 氣 腿1モ ル か 前 記Tゆ に 於 匸 呈 すaEL刀 と す

一(:%T)一
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1.,}(四 手 井 次 た 郎 、D旨11乙 零lnRの 分*en;LII'に 蹄 十 多連 背 に 就 て
… 智㎝ ㌔}い 、、晒{一 、▼r尸一 、.へ 、..一一 一

れ1まD=虫on氏 の 定 律 は

P。T,=P。T。 十FoTe

2_,

な る關 係 で 表 は され る.或 は近似 的 に次 式 が あて は ま る。
、

1}τT。=灘Pα丁膨十(正_,うPレ丁"・

之 と 同 様 の 意 味 で'U#i`tに 闘 してAm3gat氏(3}の 定 律 と して 次 の 園

係 が 與 へ られ て ゐ る3

"ゴrp='arc+(1一 爵うrbTp・

Sfる にv皿der¥1'aal:氏{4,【 ま此 混 合 氣 骰 に 單 獨 の 氣 侃 に 就 て 氏 が 導

い た 朕 態 方 程 式 を 適flし た。 即 ち混 合 氣 體1モ ル に 對 し

(aP十 一:ro)(甞一}り一R'P

と し ナニ.但 しA及 びRは 其 混 合 氣 體 の 分 子 の 凝 聚 力 及 び 膨 脹 に 關 す

る 恒 數 で あ つ て 氣 髏 の 種 類 及 混 合 割 合 に よつ τ 異 る 値 を 取 ゐ。 今 此

混 合 氣 慥1{ル は 其 戊 介 氣{躍 畠の ¢分 子 分 數 と他 の 戒 分 無 艘aの

α一xj分7分 數 とカ'ら な る と し且 つ 之 等 の 成 分 氣 罷 に 關 す る 恒 數 を 夫

ル(!、,み1及 び 嘱a,と す れ ば ム 及 びBは

A=m"a,+22,(1-2う`[.,!+1-3ヴ α2

R.z"bエ+2岨 一.r)L..+1一 可 ゐ三

な る 關 係 で 表 は され る と しt:。 但 しQ_i恥 は 何 れ も夫i.の 混 合 氣 體

に9!1す る 恒 數 で あ つ てJI:内 後 者 は{'aLder¥Fual.氏(;,及 びII.A.1..nre-

nta氏(6}に よ つ て 次 の 如 くお か れ,

v14一(÷晒 ・覇 ア

前 者 はD.Bcrdielot氏(η か 次 の 如 く あ た へ て ゐ る,

2.,一 ～ノa,.ｫ...

一f=5)一
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〔四手井次太郎)P:dton氏 の分壓の定律に.封する蓮背に就て (.9.r

此 二 個 の 恒 數 の 内b,:に 就 て は 分 子 を 球 形 と 考 へ 且 壥 縮 し能.は 』ぬ.

緻 密 な 構 造 を 右 す る もの と 暇 定 す れ ば 上HLの 關 係 は 近 似 的 に 正 常C

考 へ ら れ る,然 し氣 體 分 子 の 凝 聚 力 に 闢 す る恒 數 唖 の 値 に 就 て は

設 が あ る,cnnLanr氏(3)は 種i.の 單 體 及 び 化 合 物 に 於 て ～如 は 夫:fir

物 質 の 成 分 元?rに 就 て の 或 基 礎 ・賍 數 の 加 添 で 表 は され る%a'し て.

ゐ る。 之 れB-rtheLit氏 の 關 係 式 を 支 持 せ る もの とい つ τ よ い。H・ 菰

LoreutzLL〔9}及 び13.〕1£zmann氏(10)に よ れ.ば.α;i,2が 氣 體 の 容 積 に 關 係

す る と い ふ の は 唯 或 假.定 の 下 に 於 て の み 成 立 すoで あ る。.即 ち

Boltzn.IIIIIII氏に よ る と が う で あ る。.个 氣 態 に就Tへ る にv:二 個 の 分

子 のrl1心 間 に はvonder¥¥'uxlsO)凝 衆 力 か 働 く。 此 力 は 二 個 分 子.腸 の.

距 雌 が 遠 ざ か つ て 逖 に 薪 人 の 測 定 し う る織 な 距 離 と な れ ば 最 早 働.き

得 な くなh,然 し働 き5る 範 團 内 に 於 て 考 へ る な ら ば 此 力 は 分 子 中

心 闇 の 距 離 が 逮 ざ か0と 共 に 極 め てtih/+に 減 少 し其 結,,:_個 分 子 間

の ユド均 距 離 に 比 較 して 大 な る 跪 離 に 邏 して も徇 近 似 的 に は 一 定 の 値.

を 保 っ と考 へ られ ろ1從 つ て 凡 て の 分 子 は 勝 手 に,し 位 置 を 占 め る事

は 斟 來 ぬ 煥 言 す れ ば 分 子 の 位 置 の 分 配 は 均 一 で あ る。 此 結 果 と して

器 中 に あ る氣 體 の 各 々 の 分 子 に 其 周 園.の 分 子 が 及 ぼ す 力 は殆 ん ど 凡

て の 方 向 に 一 様 に 働 く と 見 微 して よ い.從 つ て氣 體 内 部 に 於 け る 分

子 が 受 け る 凝 聚 力 は 相 殺 して た だ 氣 體 の 他 と接 觸 す る 境 界 に 近 く穿

在 す る.分 子 の み がv:mder1Vaahの 凝 聚 力 の 影 響 を 受 け る に 過 ぎ ぬ。

然 しSuiLerland氏i--)は 氣 體 のSr=f一;1JiJtよ り 氣 體 密 度 に 動 搖 の 起 る

事 を 示 して ゐ る。

其 他 分 子 引 力 に 關 して はF.tttherlaud(13),Reingユmm(131,niuiea〔1、}氏

等 諸 家 の 學 詭 が 提 出 さ れ て あ る が 前 記P:Ulder¥`'nsla氏 の 状 態 方 程 式

或 は 之 に 類 似 せ る もの の 何 れ も分 子 オll互聞 に 働 く凝 聚 力 を.暇 定 し て

一 一L'一?)一
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(tea) (四手井次太郎)恥1しon氏 の分壓乃定律に封する違背に就て

導 か れ る。

然 ゐにDrueker氏(15)は 上 記 の導 きを純 化 學 的 假 定E_.い て 行 は う

と企.でナこ.即 ち氏 は 實 在 の 気 體 か氣 態 法 則 に逾 背 す る事 の説 明 と し

て氣 態 分 子 の 幾 部 は重 合 饅 を 生成 す る と假 定 し之 に ょっ て 相 當 事 實

に合 す るJU;態 方 程 式 を 導 いた。

Tra:rtz氏 も亦 重 合 體 生 成 の 假 定 が 氣 態 法 則 へ の 逹 背 及 び 尚 他の 現

象 に 對 す るNL明 に遖 す る とい ふ見 地 にあ る。 但 し氣 態 に於 τ 可 な.り

壓 が高 ま る と他 の 原 因例 へ ばLの 値 が著 し く利 く樣 に な り重 合 贍 生

成 の 假 定 を 入 れ て も氣 態 法 則 は 最 早 あて は ま らな くな る可 きだ とい

うて ゐ る。

さ て重 合 の考 を探 れ ば 器 壁 に衝 突 す る分 子 の 數 は少 な く な るか ら

從つ.て 實 在 の氣 體 が氣 態 法 則 へ 蓮 背 す る事 の 論 明 に な り うる.然 ら

ば重 合 に關 して は實 熱 量 が 伸 は ね ば な らぬ。vanLaar氏{16}に よれ ば.

氣 態 壓 力 に 園 す る恒 數 と してxの 關r式 が 與 へ られ て あ る。

。T一'。。ゑ ・(iY.T一 纛)

但 し吻 及 びRFは 夫k,考 へて あ る温 度T及 び 臨界 温 度TKに 於 け

るtrと す る。aの 値 は 種 々の 氣艘 に 向 つ て近 似 的 にRTtiに 著 し く

li'の ヂ メ ン シ ョ ンを持 つ.此 式 に 於 け る温 度 函數 を見 るに 其

形 は恆 容 雫衡 式 を積 分 して 得・た結 果 に於 て 比 熱 の 項 を 除 いた もの に

類 似 して ゐ/J,3LcanLnrj(,(17)に よる とaの 値 は臨 界 温 度 の 非 常 に

低 い物 質 例 へ ばH,IIθ 及 び¥esr1.於 て はRTEの 癒 よ.り も著 し く小

とな つ て ゐ ゐ。 此 閣 係 は 分 子 蒸發 熱 に 關 す るTrottton氏 の定 律 と通

じて ゐ る。 そ こでa/e'"な る補 正 の 項 が氣 態 分 子 の 重合 に 起 因 す る と

し而 して 臨 界 温 度 に 於 て 重 合體 の濃 度 が 儿 て の氣 體 に 向つ て 同 一;a

一(au)一
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(四 手 井次 太郎)1'nl[on頂 …の 分壓 のw#ftに 封 す る違 背 に就 て (,",1}

、。任。。。。於け。。合。飆 、正。,燼 一纛)。 よ。。。.

られ る. ..

實 際 上 化 學 反 應 逑 度北 學 罕 衡 等 の 諸 問 題 を 取 扱 ふ に 當 つ て 氣 體 混

合 の 爲 生 す ろ壓 力 變 化 に就 て の 知 識 は 頗 る重 要 で あF,.從 つ て 上 記

恆 撒Rygとa,a.と の 關 係 に 就 τ の 問 題 は 興 味 あ る 部 分 で あ る.此 故

にTrautz氏 は.題 目 に 掲t}二 問 題 を 選 ん だ の で あ る。

著 者 はDaltmtLZa=律 へ の 蓮 背 を 究 め る に 當 り 勉 め てL..の 影 響 を

避 け 主 と して 娠 の 影 響 の みfg見 る 鴆 に 一 定 全 容 に 於 け ゐ測 定 を 選 ん

で ゐ る。

序 に 混 合 氣 態 のDalton民 定 律 へ の 逾 背 に 就 て 從 來 試 み られ た 主 な

る 研 究 の 數 種 を あ げ る と次 の 逋 りで あ る.

]i..十CO2(Cunacu:〔1串;、7星 し】eu[inci・all【ILinurcr;19)},

He十li.(RnmayandTrave麗{2唱 二))3CO2十60..(Leducl2i));

Gli,C1÷co..(Muei.yen(22});HC【 十qH"(Quint(3:3 .)r

N.0十R,CO:十AT,Xρ 十n.,CO..十n.,,o.,十ti.,.1`T.Q十CO..(Fud!…{94〕1.

Y.Tuck=氏 は 爾 種x;((ヒ 學 的 に 無 關 係 と考 へ られofを 混 合 す る際

に 起 る 容 積 變 化fl・1:er-Ltirceの 干 渉 計〔2δ)で測 定 し等 容 混 合 の 際 容 積

變 化 の 最 大 値 と し て 凡 そ3"'i"迄 求 め τ ゐ る。 此 結 果 に 就 てTrantz氏

は 先 づ 此 容 積 變 化 に 關 す る 値 の 計 算 にcu補 正 の 誤 差 が 入 る こ と,誤 差

の 限 界 が 理 論 土 及 び 實 験 上 よ り得 られ ろ睿 積 變 化 の 値 よ り も大 で あ

る 事 を 指 摘 し且 つ 光 學 的 方 法 は 上 記 容 積 變 化 の 測 定 の 揚 合 は 別 と し

て も一 般 にu正 曜 度 に 就 て は 不 満 足 で あ り,夂氏 か 以 下 に 報 告 す る 壓

力 計 に よp方 法 で は1/709600気 壓 迄 測 定 せ られ 得hに 反 し其 疋 確 度

か 遙 に 小 で あ る と い うて ゐh,

一`31)一

「
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`32, (四 手 井 次 太 郎)P.nltmt氏 の分 壓 の定 櫓 二3{す る違 背 に就 て

實 驗 の 部

① 測 定 及 び 装 置の 原 理

實 験 の 空 眼 とす る點 は 混 合 さるべ き二種 氣 體 の 混 合 前 の 壓 力〔二毬

氣 體 は 常 に 等 匿〕.と混 合氣 體 のJJと の差 を測 定 す るに あ る.此 爲 に

夫 々 の氣 態 壓 と任 意 に(或程 度 迄)調笛 か 出 來 る と ころの 一 の 調節 氣 壓

器{Kiiロtli。heAtm卿h5re)内 に於 け る氣 體 の 瞹 力 との釣 合 を求 め る と後

者 の 變 化 を以 て所 要 の1.力 變 化 とせ られ る。 面 して 此 壓 力 釣 合3g定

め る爲 に一 の 壓力 水準 器 を使 用す る,實 驗 装 置の 要 部 ば次 圖 に示 す

通 りで あ る。

第 一 圖
Ko.1.一Ru.ｰ.

1

;i

n

c

D

2

B

ノ

A

B

r3に 於 て(C〕は 壓 力 水 準 器 で あ る。;_isfii7の 緬 管 で 作 り圈 に

示 す 如 く中 央 に 於 て 幾 等 か 下 方 に 折 まビ匸ゐ ゐ.之 に 適 賞0)液 鱧 を 入

れ 其 位 置 に ょ つ て 兩1の 釣 合%r見 定 め る.之 に はSrlolが 適 す る と

あ る。 氣 艦 混 台・裝 置 は 二 本 の ピペ ツ ト{B)と 一 個 の 硝 干 球 い)と か ら

な り薗 者 は 混Tnせ ん と す る氣 體 を 別 々 に 充 ナニす にIAゐ 後 者 は 兩 種.氣

一{ .::_,.一.

隔

L
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(四手井吹太鮒Riltun氏 の分塵の建勘 こ對ナる迎背に就て 〔器,

偶 を混 合 す るに供 せ られ て ゐ る..Lペ ツFの 下 端 は 水 銀 を 充ナニしi.

サ イホ ンに よ り上 端 は毛 管 に.よつ て 共 に硝 子 球 に結 合 され て あ る。

而 して ゼペ ツrも 硝 子 球 も共 に 睡 丿J水準 器 の一 端 に 連 絡 す る樣 に な

つ て ゐ る.始 め に ピ ペ ツ ト内に 水 銀 を 充 た して 置 い て 次 に硝 子球 内

の#J4氣 を行 ふ と水toは サ{朔;ン に よつ て球 内に 吸 は れ 同時…に ピ爬 ツ

r内 に測 定 せ ん とす る氣 贓 が入 る.

調 節氣 座 器 はfn)な る硝 子 球 で作 られ其 上 端 は 腰 力 水 準 器 の 他端

に 接績 す る。 下端 は 細 管 に よつ.て小 さな 水 銀 ピユ レヅ ト(E)に っ なが

る。 此 ビ ユ レツ トは 之 よ り任意 量 の水 銀 を硝 子 球 内 に 逾 りfir.中のy

氣 の 歴 力敏 稀 度 迄1を高 め るに使 川 せ られ る。 硝 子 球 の 馨 積 は 下 端(ピ

ユ レツ トへ の 導 管 の つ け}h)よ り壓 力水 準 器 へ迄 を 含 め て 約1889c.c,

とあ る。

今 調 節氣 歴 器 の 睿 積 をVと し"/feulllの 氣 體 と釣 合 う九 壓 力 をPと

し混 合 氣 體 の腿 、カ と89!riu3爲 に注 加 し九 水 銀 の?r積 を う とす れ ば

況 合後 の壓 力噌一加zは 次 式 で 求 め られ る。

Pv=(V一 占xP+x)

一 ・(嵩 一・_i÷ 勵 肋 小 ・・揚劒

此 方 法 で 壓 力 變 化 は1/1`JOmve迄 正 確 に 見 られ τ ゐ る。

(2}質 瞼 の カ'法

liiTpLの 方 法 に よ り混i.し よ う とす る.氣 體 を ピ ペ ッF内 に 入,13後

ゼ ペ ツr及 調 節 氣 颶 器 を 大 気 に 通 じ瞬 時 に して 之 を 閉 ぢ 共 に 歴 力 水

Y.!
Wへ の 道 を 開 い てSclulの 零 點 の 位 置 を 讀 み 醇 之 を 閉 ぢ る.次 に

い}球 内 の 水 銀 を ピペ ツ ト内 に 流 し出 しτ 南 種 氣 盟 を 混 含 器 〔..〉内 に

途 る,、 次 ぎ に(:1)球TrHIE91水 準 器 に.raい てSylo]の 位 置 を 讃 む,此 際

一一一t .z一
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`3封'(四 手 井次 太郎 〕11i1LUn氏 の分壓0定fRこ 對 ナ る違 背 に就 て

混 合 に よっ て 其 壓力 が高 ま るか ら銑逋 の 通 り ピユvツFか ら水 銀 を

調 節 氣 歴 器 内 に 適tiに 注 加 して 壓 力 水 準 器 内のXylolの 位 置 を舊 位

置 に歸 へ す。 但 し正 確 に舊 位 に歸 へ され ぬ 揚 合 に は騰 力水 準 器 後 方

の尺 度 に よつzJltgS少 の 異1動 を見 定 め之 を 補a:に 取 る。

茲 に ピペ ツr.6Pi=f球(A}及 び マ ノ メ ター を 結 合 す る導 管 内は特 に

二種 氣 饅 を 一定0)割 合σ:liで 混 合 して 得 られ ナニ氣 體 を以 て 充3一す。

此 爲 混 合 後 の 座 力 堆 加 は幾 等 か減 少 す るか ら其 値 は 計 算 に よつ て求

め之 を補 正 とす る。 第 一表 及 第二 表 に 補 正 とあ るは 此 値 を示 す。

③ 賞 験 結 果

{A)xの 混 合 氣 隧 に就 て 實驗 されt"

・SO.+IL.;xl,+0..;50.,+室 氣;SO..+¥.,;GO2+II:;CO廿+〔 〉,S

li.十〇,.IL,十X2;Nら 十〇,,CO..十NホCU.,十 空氣

竝 に梶 合 され る氣 艦 が 同一 な揚 合 を 見 る にJl混 合 溂 合 は 同 一 で あ

つ て も混 合 後 の 廳 力 墳 加 は測 定 の 榲 度 及 び混tiliilの 成 分氣 盟 がイrす

る壓 力 の影 響 を受 け る。 故 に此 實 験 に於 て は 二つ の影 響 が考 へ られ

τ あ る。 而 して艪 力 影 響 を見 る爲 に更 に第 二 の 調 節氣 歴 器 を作 っ て

此 装 置 に 結 合 し混uNibの1堅 力 を種i,に か へ る援 に して あ る.次 表 は

蜥 樣 な 考 の 下 に行 は れ た 實驗 結果 を 示 す.

第 一 表

混 合 前 の 懸 力 のN'温 度,.,.8㍗ ・,補 正?.s・ 彳

氣 麗…訐 σ);iii
,島PP己Hg{0コ4'f

加 ヘ ナニ麗
混 脅 前 の 唾
7見ηしHジ 曳u'の

艮宀まkノ一響ψ'
猷

へ加 座.ノ 」 培 加
η～,π1.正'J

i-b5.3

53a.8

73.8

o.o

u.a

十125

ASO:+H,

7#a.3
7358
ids3

一`現}一

5.7:;
5.10
5.35

Y.93

3.83

ss,
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【四乎井次太郎)ih｢o皿 氏の分壓ノ)定律に封す る迚背に就て `昌5,

74q.2
idi.b
ik7.5
7-VZS
747.1
i17.5

'r57
.O

i57.U

:??.O

i5ｰ.O

i3.0

73.0

o.a

十23A

十Ll.一1
一{一11.d

-ia.o

-35.8

.3!:11

o.o

十35.〇

十asa
-mss

B50,+0:

id8,ｰ

7705

768.9

7δ8.9

i:3:i.5

711.7

CSO2+空 氣

揚:81
1)SO。+N。

0

0

1
1
4

ウ
曽
7

一̀

7

rO

8

8

1

7

冖ご

【
」

冖̀

4.ir,

主35

4.33

-1?7

-1.U7

3.98

宀
り
画0

1

9

」
「
0
0

11

潜

曲
膨

4

4
▲
4

3

1

ｰSO

2.48

tas

2.ay

2,21

2.10

33

2.10

2.29

25δ
.:
.謎

Y.OJ

レ

第 表

L種 々の 温 度 に於 け る測 定

n
(度C)

度
矯 鵡1費

加ヘナニ水銀
G.,, 1補

正 壓 力 墳 加
りaueHワ

,

ra.c

22.昌

303

iss

23.5

30.9

ユsc

22.r

3u.3

13.r

22.8

30.9

i
756.6

7↓2.2

748.J

715.0

718.3

H9.0

7dF.ｰ

7み2.0

7.}9.7

746.2

75了.O

so.o

A.SOユ 十1≡【コ

J.91

7.$:i

4.82

B.50,十 〇:

4.77

4.61

3"r.'3

C.SO_+N;

4.74

↓11.

こi.7.i

D.SO轟+…tYS

4.rt

416

3.G6

2.00

2.37

230

s.an
Y37

33U

2,00

.'.3i

2.30

幺oo

2.37

Y.30

330

2.93

2.67

1.6?

A.30

2,09

s.ct

黙29

2.00

2.54
2.33
2q3

一`35.,一
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(9G)(四 手井次太郎)Daltun氏 り分.醺の定「疲に對す る.ugPに就 て

數 値 は.叱 て 少 く と も三 回・の 測 定 の 李 均 で あ る

1L温 度15'cに 於 け る測 定 ㈱ 正2・4κ)

縱飜) 加 ヘ ナニ爬
温合前の曖
vunHgfo'c)

く切

訊

ψ
`

δ

ヘカ
堅 力 培 加

電

0

璽
。2
凵
0

0

匿ひ

一〇

卩り

曽0

5

【
イ

P
'

7

【̀

7

56

～03
亜

製

oo

7

7

P̀

卩イ

7

「0

「0

」
可
1
τ

陣'

【̀

一
J
l

」
`

ρ
`

34P'

n.n

十ar,.n

-F:{6.fd1

-ss(,

一40.07

0う

n.n

uJ.Q

-33 .0

-3i .O

n.a

l U.O

o.o

o.o

正1【.

ム,CO.+H.

73り

1曇謂
iii.;

no.o

B.CO.十 〇.

7iSO

7ゐ5.1)

781川

72q.O

i1S.G

C.E「.+0。

i{3.0

74う 。り

D.H.,+N,

74ラ 。O

E.Ng+02

idS.O

甲り
0

0

硯

77

祁

52

銘

-

ー

1

1

1

5

FO

l

O

り
■
8

8

3

"
凸
の0

り
一
9
一

P.ゆ

O

q
ソ

ー

9

「01

温 度'"2ｰcに 於 け る測 定{補 正2611)

O.Al!

1.0雪

101.i

I/H;10'

O.SOS

o455

/1,}Li!

哩,47

0.}15

a.ai

O.11i

O.11

U.13!

0.08!

7δ1

ill

751

i
o.n

JS.O

o.o

A,002十!汀2

;:;i

iagi

B,CO.十 杢 氣

7昌1.i I

一{16}一
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i
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(四 手.1ト次 太郎}猟 【ton氏n分 鷹 の定rRに 封 す る蓮背 に就 て

i:il

746

746

C,室 氣十COコ

【o.・17511271

D.CO:十H,

3:31111器 ・

IV.温 度32・ ず に 於 け る測 定(補:正1ρ5.t/U)

〔87)

03S'

n4

U.53

A.CO+H,

744`〕.0744.5:,i.:;帥.7i;

7450.`)7-155Lξ}帥.76

749_SOilU41;,5け.6!.1

749_59illl470.G,5

狩 ㌶!を 有 す る 値 は 三 同 の 測 定 の ⊇ド.均 値 を 示 す

n.壓 力 堆 加 の 理 論 數 の 計 算

1α)使 ∫11し,.式

マIuldcr¥Faul+氏 及 びca匸 聖L購r氏 に 從 つ て 計 算 し て あ る,

lb歴 力 培 加 言P-P但 しP及 びPは 夫it混 合 前 彼 の 氣 態 曖 を 表

は す 。

v.

iP氣 髄 の 箪 位 蓉 積 中 の 共 モ ル 數 をJと す れ ば'Jo一=1.で あ る か ら 上

式 は 次 の 如 く.lcき か へ ら れ る 。

RT!1
-AザP自

⊥一rJ

(3〕:L=x"a,+2.r(〔1一 卍嫉2+(1一 げ 嘱B言 泌1+2蝋1一 擢)恥+{1一 げ が

PE)『一『τ≦IT;aヂ ヒ;、1勾..

1(5)(L'+a,/x):u-b,1=RT;(P+2./ピ)("一 勾降1{T

一(;7

.1.『▽

9
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`お) て四 弔 井矣 太 郎)ihlton氏 の 分壓 の 定 律にg}一fiる遼 背 に就 て

イ走 一纛)
`6)a、=a.hC

(7)

(8)

・(ar一纛)
,¢23侮K「'

結 一纛) 6.(,__,P:L'P.Th)
G_=1,,;cゐ1=bIKε

δ・一(÷師+a,))3

ω)α コ詈 ～/aa:

CRilLam氏 に 從 ふ とQ.δr,愚 及 びb,の 値 は ⑥ 式 及 び の 式 で 分 る 如

くnの 値 に よ つ て き ま る.π のlifiはH,1.1σ,Sc,,lr,CO_及 びcxc1'等

に 就 て はKamerlillghOune;&の ピ リ アー ル 係 數 の 測 定 數 か ら精 密 に.r

算 され て あ る。§111Lの 氣 饐 に 就 て は 氈 述 の 通 り李 均ryaと し てrc=H'Ch

と お い て 近 似 的 に 事 實 を よ く表 は す。 次 表 は49111Lalu鹽 氏 のiih3xし ナニ

臆 を 此 揚 合 に 換 算 し九 結 果 を 示 す。

第 三 表

a及 びbのfifi .

温 度 rt r,

0

曽0

3

-

-

り
一
り
.O

0

「D

3

1

繭⊥

q
ヨ
帖0

0

1}

3

1

ー

り
卩
3

1.IL,.

0.0(ri)3R1

⑪.り疋〕lr紺

0.σ1り 」381',)

0.00Lj79

2.s(}.

QAYN1055

0.0411i70

0.035781

0▼02471つ

3.CO.,.

0.0邑〕〔脚228

`,.oo8弦23

0.OD45う6

0eH78YS3

0.00「 恥68

0.QIUOti'i

〔}.00{♪it.f,

0.pOOJS5

O.OO.iR43

0.UOa9'b3

u.Ook7:30

0.004550

0003-11!1

り0022行1

0.00222J

OOJ:iU;J

1

1温 度 L

、

0

讎り

3

1

り
μ

4.0...

0091R39

0.ouiar;

0.001'δ8

5N_

1SIO.0016ｰ9
6. _,

・・i・ …6・21

;.:r..o

・1・ 。・99・・1

0.00016ラ

o,a♪UJ6'.

0,000:138

o.ooiox

o.ooims

O.OJ35G

§1"anrevlinghOunes氏1よa及 び ゐ をvの 函 薮 と しTalldarSI'tals氏 の 式 を 愛 形 し てBc

Pt==.上 十一 十7÷ ・・… ・=eRTな る歌 態 方 程 式 を導 い たo但 し ム ヨRT,B=Rl'be-aifOavbe
リ ド

はV=ecに 於 け る夫 々a及 びbの 趣 限 値 を示 すoム,職G尊 は ピ リア ー ル係 数 と穃 せ られ て

一 〔38',一
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(四 手 井 次 太郎)D"1」on氏 の 分壓 ∫,定「融に對 ナ る邏 背 に就 て ρ,}

爾 壓 力 の 影 響

温 度31'cでSO」 とII.と の 螂 容 積 を.混 合 しrこuに"亅`,碗 の.'d[toJミ

k(9)式 及v`(8)iCか ら 計 算 す る。 今 第 三 表 中 の 數 値 を 使 用 して 計 算 の

一.例 を 示 す
.

α1コ=、'(f匸u.,=、!0.00037りxO.{}247」0=0.003060

転 一(÷(勘 万7+ミ/Uc/一(告(▽ ∪.UOO;1G:i+▽0.・ ・45・ ノ)一 〇.・02313

軍 驗1二 よ る とco,umで α91276モ ・レのSqと0・69iSi3モ ・レのH・ と を

混 合 し た 夲 に な つ て 居 る か らSO.の 混 合 割 合 を2と す れ ば。

UJ127(il
x=v
.912761+0.SJ7553-0・5042α

之 等 の 他 を 使 用 して(3)式 か らX1,1;を 求 め た 結 果 は3;の 逋 り で あ る,

=7014x10-0

亅3胃=25u:)x10■6.

.之 で 雁 丿丿墳 加 は 直 に 言.i・算 さ れ る:

7tTJO.00366x304×O.:iO5157
P=・ 一1ゼA〃 』 ・一2550。 ・・一・x伽5・ δ厂7914×10'6

x(0.905157,=1.00375G,

故 にP-1丿=と.003755-1.ouuooa三=3.754×10疊 二

.斯 楼 なF19=し ナニ緒 果 を ま と め る と第 四 表 に 示 す 通 り で あ る

第 四 表

混合前の隧
uunHグ

770

ssn

750

74〔,

T30

灘翻1ち σ猛 謙騨 簍
0.9'3#9i4

0sv7ct

O・900554

0,885x53

0.8761δ6

09111G.i

O.$975i`1

0885750

〔1.873946

0.86'1Li'S

921.邑,69n

glめ 】b70

8931.5.雪n

rriti-t211

b69149a

A

xIΩ6

7911i

591-4

SDt:i

i91S

7910

2n51

Yo3,

3550

2550

一:so

厭 〃塘加

,11100`1氣.睡

匿σ

4

4

跡

9

・
1

曽り

,
5

一〇

8

【̀

5

pD

」
「

丼

0
0

軸d

O
り

3

ゐ る,,,・11。 。,氏 に よ るとF。 。〔・¥r(bv)k一(・,}、 ・α(--T-can)と 示 鉢 で ゐ るゆ ㎞

・7.ustuud:eleichuna,p.?7)。 之 れ測 定 に よつ て1を 計 算 す る醐 係 式で あ るo

一` .コの 一
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`iO) (四 手,f次 太郎)1)altun氏 の 分壓 の定 津に對 す るu背 に就 て

之 に よ ゐ と氣 盟 の混 合 割 合 は 一定 で あ るけ れ ど もa及 びBの 値 は

僅 少 で は あ るが 歴 力 と共 に断 減 す る。 實 在 の氣 體 の 集 動 は 壓 力 の減

少 す る と共 に 理 想氣 體 のVii一 つ く とnr.へ られ るか ら署 者 は此 淅 減

を 鴎 力 と共 に氣 態 モル數 の 割 合 に變fL'を 生 す る に よ る もの と して ゐ

る。

Ndim度3'3.801一 於 け る計算 結 果 を一 括 して第 五 表 に 示i,

第 五 表

笥拳 劉 務ラ塗 嘲 粥篳 ル

.混 .台・前 し丿

!唾奪 力
,'unIlσ .〔 罰置f7Y.4if内)

SO=十1L,(__.ｰtS。1

α匸、冨0.0軋)314f

L,.一 〇AOｰ3iI

A=Ol,1.}、2{.)1ラ

B言0.009G1i

90?十11..(22.ε0

,,.,...=0∫0{茎S⊇q

ゐ=so.012開45

:¥=0.01610a

L'=0.Of3GO7

CO雷 十II三{22Sり

CL。鬻 ρ.001τ93

L..=u,0010丁

:¥=(LWR119

B軍0・OUlo8S

CO2十 〇,(228)

α匹碧冒0.00391.8

ム【a=Q.00.1.・星88

∠丶.乙望i).004δ37

B=O.OOIu85

㈲ 温 度 の 影 響

次 に 示 す と こ

7$0

76i〕

i3U

了8`〕

iHU

了80

i30

fiO

i:fO

.90

7切

ill

SO亨

09tia:k4,i

l}.1130二N(S

o.9〔}且6D

ヨ0」

O.96↓ 碍 局

0.9<i93一((1

0rgD1610

CO.

0.9519x:;

⑪.927406

0.890611

CO,

0.9.Nga:i

O.92∫rl噺1

0。89061」

IL,

11,!1}ti83;

`〕.監[221}74

じ.n83GiO

(),

0.!1.}ib3D

O.923227

0.SSfiiGO

FL,

0.94气328

0.9220「4

0.SS:i.OU

O躍

0947539

C/9'?333i

O.8867〔 ∫0

OA55Cri
nsar,io

O.SD36S5

O.Oa60:3i

o.9:i1Y87

0.89d13S

0.9-10135

1〕.92{740

Q.888ユSi

0.51-30711

4!1?5317

〔,.836)7

壓 力培 加

111000氣 睡

:L33B

4.1.」4

3.8?8

3.nos

Y.x一(S

2.G'?U

i.isi

LUJl
1.007

0.512

0.aso

O.lli

ろの もの(H混 合 前の 壓 を760nwiと し等 容 稜混 合の

援 合 に 就 てxへ て あ る.

一{ .{o,,一
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(四 手:1卜吹 太郎)朕 し!いn民 の 分厭 の定 律 に#}一Tる 違 背 に就 て `4u

第 六 表

80,}li=

SO .十n.

:",0..十Fi.

CO,十n,

ー

一

貸1一》
.十1【2

'iO
_十 〇,

CC),t]i_

00響 ÷0ご

i
l

ー

層し

ー

.
〔

温 度

0

5

3

1

5

而0
1

5

3

1

5

3

1

ー

コ

3

1

2

3

1

2

3

1

2

3

温 度

0

「丹
3

⊥

-

U∠
3

冒a

3

-

-

り
一
3

㍉

向
.帰
1

5

3

1

1

2

8

1

=

3

a:

1〕。00認26

0.OOR190

0(N1313i

O.0030Gd

O.00了OI7

0.OID臼829

0.006652

0001810

0.001"03

0.OD1768

0.003983

0.003915

0.003838

戒分氣髏の
モ 丿レ

L.,

0.UO3う55

u.00?十43

0.002371

0、00231壬

0.09ｰdlO

O.0023d(i

O.003373

0.0)152ヨ

0.001307

0AOId33

0.OOlb10

0.UO1488

α001菊6

成分氣醴の
モ 丿レ

A

0、60840

0.0〔慮517

0.008×05

α00791う

O.OlOiSO

O。0且0}03

0.010043

0.oasiss

U.003120

0.003810

0AOdGL6

0.00甚5究6

α004432

(翠 仕 客 珊 内)

混 合氣職q』1
モ 丿レ

SO2

Lo2485.

〔,.9酔i7且睦

0.9:.93{fi

O.9】 ゴ σ

0ナ

0.9;Rfii

O.y&3"_1二{

0.898f,(

CO..

0.953331

0.93i-4D

O.90ｰ3L5

IL.

0:190-k1

0+9di10

0,92207

0.897δ5

LO12B

I)」`.la1`,,

〔,.93〔〕lt

O.9vli

".り57黛4

8931一")

`,.屮,⊃6S

r.95つ36う

n.9'?1idQ

α899.ti1

0.9:i19=5

(J,SN317

0.9〔D4U」

B

O.OJ3&4C

O.UO3iUfl

O.00?6i

O.00"iO

O.009.Oi

O.002601;

o.oo二 ～522

0.001510

0.0015b:

0.00152壬

O.OOIbfl

O.001d35

0.OULiO1

1喉 力m加
1!1000氣 壓

■
τ
1

5

Fり

り
ゅ

5

ー

冖
'

月

」
」
4

(
0

3.17

2.δ 」

2.OJ

L193

Lo}吐

亅.ono

〔,。5虹

(,..S,

O.kll

亅

之 に よ る と,壓.力 聆 加 は 温 度 と1':に く,し く減 少 す る,rが 理 踰 上 分 る。

即 ち;'n.十IT,の 揚.aに は 温 度1'r.に 就 て 約5/100〕 」0)氣 曝 の 割 合 で あ る。

一(41)一
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(4=) (四 予,1吹 太 郎)Ihllim氏 の分腰 か定F肆に封 ナ る違 背 に 就 で

而 して温 度の 影 饗 は50..と の混 合 の場 合 に 特 に 著 しい,之 れen,は

無機 氣 體 と して は 常 温 に於 て 理 想氣 態 か ら最a'か つ ナニ氣 態 を なす

覓 で あ ら う。

實 驗 の 錆 果 も計 算 結 果 に瀬 億す る所 を 見れ ばvander¥Fan1+氏 及び

0:111.(.ear氏 の 假 定 が よ く事 實 を設 明 す る と考 へて よ い。

(の 氣 禮 特牲 の 影 響

xの 表 は温 度 】施 に於 て混 合前 の壓 力 が76〕 ηε恥 の 氣 體 を混,.し

学二際 に呈 す べJ4Fj1塘 加 に就 て上 記 の 方 法 で 計算 した値 と ー-nlton

の定 律 で 計 算 し7二値 とを 比較 す る、(¢,a,嘱 妬A及 び13の 値 は 略

す る).

第 七 表

Ilv・S(屮 』・C・、 瓦孤 匹+叫 α+S国 恥 凡・lq+co.逓+(e,

4.〔11

9.89

].19

1.27

U.U9

-0.015

0.03

0.31

v
.17
'
522

3.3'i

5。15

u.63

1.CO

8

3

Fり

5

0

ユ

此 表 に於 て上 の列 は 既 逋 の 方 法 で計算 した 値 を 示 し下 の列{31Ji

氣慍 に就 て は 既 逑 の 万 法 で 補 正 を 興 へ而 してDnlhm氏 の 定律 で 求 め

ナニfdiを表 は す。

著 者 はtFildiig比 較 して其 間 に特 徴 を 見 出 され る とい うて ゐ る。 先

づ 理 想氣悪 か らは な れ ナニ氣口 を水素 と混 合 す れ ば 兩 値 は 甚 近 い とあ

ゐ。 之はII2十903、IL.十CO,1こ 於 て 見 られ る所 で あ る.然 し著 者 の 謂

ふ所 に よれ ば可 な り理 想 的 な 氣體 同 志 を 混anし た 揚 合 には 兩 値 の 差

は 甚 僅 少 に な り,之 に 反 して 南方 共 理 想 氣態 か ら雌 れ た もの に な る

と此 差 は 著 しくな る と。 之 は理 論 上 然 るべ く豫 想 され る所 で あ るが

上 の 表 に は夫 が 現 は れ て ゐ な い。5ζ 爾 種 氣 腿 の 性 質 が 物 理 的 に近 い

一(姐,一
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(四手井次太郎)RJ4n氏 の分厘ノ)完穣に鍔する違背に就て(.:a)

糧 此 差 は 著 し く な る と い うて あ る が 之 はr..十nに 於 て うか Ψふ 事 が

出 來 る。

@氣 體 混 台・割 合 の 影 響

以 上 逋 ベ ナニと ころ は 何 れ も二 租 氣 體 が 略 等 容 穰 で 混 合 さ れ 弛 場 合

に就 てrあ つ ナ;。 然 し滉 合 割 合 のGnf1に よ つ て は 壓AJftiJIII.fan大 値

が あ る か も しれ ぬ。 之 を 見 る 爲 に ① 式 をzに 就 て 微 分 して 零 と置 く。

其 結 果 はxに 示 す 通 りで あ る。

llxi+X3・ 『+P:c+Q=o

但 し u呂4(望 ㌧一 暫1)2(R71¶ゐ星十1{7rム 至一2RTろ 把一 α1-a,十2α 逼),

}τ=;6(?、 一"J〔RT(ゐL,_ゐ2)_α .2十 α,

+「 」.u,iv:一・,・:σ{T(ゐ1+ゐ,一2ゐ 、,)一a一Q,+α1,),

P=;2(物 一?・ユ〉聖(R7rゐ2一 α2)十e"`(,,2一"量XRT(ろu一 勾 十 α空一 αの

+2"、 皿 丁(Li+占2一 ゐ聽)一 αユー([,+α 腔),

Q=1竃 丁(2`.,一"Ix:v:)+2".(り 望一vl)(RTゐ ユー αぎ)

十2"fσ{T619-7tTb,一R.十 α.2).

之 か ら計 算 して112+g(1,の 揚 合 に は 巫 力 肝 加 の 揮 大 値 を 與 へ る9α

の 分.子 分 數zの 値 は3rら760ni,1YにliAて0.50093だ と あ る。 故 に==es

の 附i`_と い ふ 事 が 分 る。 此 關 係 はFttchs氏 の 研 究 に 於 τ も見 られ

る。 而 して 此 際 得 ら る べ き極 大 値 は3.75・1!1000氣 壓 と な る。 此 億 は 第

六 表 に 示 さ れ た 等 容 積 混 合 の 際 のz=0,5flkに 射 しτ 得 られt.fdi3.75

に 近 い,更 に 著 者 は 此 極 大f血 を 興 へ るTii'Mfr分 李 で 求 め て ゐ る.

此 値 は49.貯%ヌ0ボ50.33ρ6H2と あ る、

C.理 論 數 と實 驗 數 との 比 較

理 論 數 と實 験 數 とを 比 較 す る 爲 に 上記 二 三 のthnを 取 つ て 之 を 圖

r_は す。

一 〔43,一
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(41f(四 ア 井 吹 愛臨)ハ 、:L・・n氏 ハ 分A{Fn;iA.'こ 封 ナ るa背 言二RSて

No,言,

第 二 圓

LvU.S.

Ni二 冤・ 壓 力 の影 継 ㌻畿 盤 ℃・)・縱 緬=SO=と

圖._;,:しtSsi4f1と を曙・箸 蟹 で湿 合 した 際 に起 つ た

雄 が 跏(・m・ り.楓 軸=iR2i!'iの 壓 力(mm).寅 隷

は 器 竏値 を温 線 ぼ 泗 疋 値 を夫 々衷 は ナo

第 三 圏・ 混 度 の影 響 ・ 縱軸=混 合asの 皿匡力 が た

ヶ 恥OmmのSO,と 鬪 に示 した氣 螢 とを混合 した

際 に起 つ た颶 力 憎加(加 川)・紙鞭5謬 寵 髭(。C・)・

一`.:u

300

ノげ

匙ノ く

ゆ ♂
7ω 湖甸750

e.n

a,e

.'.U

踊

圀三

臥N

「
'
〃
端

・混 合 後 の歴 力 培 加 の値 ガ混 合 前 の歴 力 及 測 定 の 際 の 濃 度 の 影 響 を

受 .けて變 化 す る欺 況 に就 て.13<T:uaeと 劉験 とが 定 性 的 に 一 致 す る事 が

分.YJ。然.しj,加 の 絶 對 値 に 就 て に實 驗 數 と理 論 數 との 差異 が 實 験,

誤x<以 上 で あ る。 而 して 此 の 事 は酸.素 と理 想氣 態 か らか け陰 れ た氣

偲 との 混 合 の 揚 合 に 殊 に 著 しい。 之 は 酸 素 に就 て のfir:數Lの 値 の 不

確 實 に起 囚 す るか。 然 し著 者 は之 等 の 實 驗 に於 てrj,の 正oix度 をpi(

に]/:Oram迄 要 求 す る な らば理 論 的 計算 は 滿 足 なf直を 與 へ る と見 ℃

ゐ る。

理 論 數 と蜜 瞼 數 との 和 逹 に就 て

次 表 は温 度ISc,混 合 前 の 壓 力76〔Mimに 於 け る各種 混 合氣 體 の 歴 カ

ー{41}一 一



物理 化学 の進 歩Vol、1No.1(1926)

(四手 鰍 鳩)lhlw・ 氏の分匪の騨 に封ナ謎 背1・就て`旬

哈 加 の 理 論 數 と實 瞼 數 と を 比 較 す る。 但 し1と して 示 し た 數 値 は

D亀」めn氏 の 分 壓 定 律 か ら 計 算 して 得 られ ナニの で あ る が 成 分 氣 髏 に は

cmider1¥'anL氏 の#iP51が 加 へ て あ る.IIで 示 し ナニ數 値 は 上 來 述 べ 來

つ た 理 論 的 計 算 に よ つtこ もの で あ る。

第 八 表

混 合 氣 體

H.十so2

N=十;;o.

n.十K(1.

筌 氣+SO2

筌 氣 →・('O.

N毒+('(}2

α 十CO。

¥'..}(1_

筌 氣+1).

[L.十 〇雷

7L,十N2

¥T.+0」

理Ii而 激

vlo`}ゆ 氣 魘

1[11

↓S諍

5.15

5.9)

5.17

L5隻

1.>3

1.00

1.2s

O.'3

0.oc

_o.oi

O.31

4.16

3.as

3.1ア

3..9

0s.

oss

o.,:,

1.19

0,0,

o.lo

O.G9

0.00

測 定 數

4.蕗

s.3s

3.d9

3.39

0sa

O。ゐ7

0」9

1。ニ,,

0.03

0.ts

o.ti

O.03

零 度 及 び1氣 座 に 於 け るP・Slしeα'Ill曲 氏 の 測 定

CO..十¥..O

SO..十CO.

3.58

7.94

o.oo

1.ao

o.to

1.GO

ト

之 に よつ て 見 れ ばvatlder}Vtials氏 及 びvanLaユr氏 に 從 つ で 補 正

を 加 へ て 得 た 數 値 が 事 實 に 近 い.從 つ てa、2,b、eに 就 て の 假 定 が 何 の

程 度 迄 事 實 に 適 合 す る か ど明 らか に、な る。 然 し茲 に 考 慮 せ な ば な ら

ぬ の は α山 妬 の 値 の 取 方 の 如 何 が 結 果 に 幾 何 の 影 響 を 與 へ るか と い

一t45)一
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i

`!u,(四 手 井次太郎).Paltoa氏 の分屡力定律に封ナ.る逹背に就て

ふ 察 で あ る。 煽 のUtii3NCIの 邇 り介 子 を 球 形 と考 へ18)式 で 表 は さ れ

て あ る勗 雌 が 大 き過 ぎ る とi拷 へ らオ.tYao試 み に 鱒r糊 素 臥

+勾 に よ つJ二 値 と比 較 す る と前 者 が 小 さ く 出 て 居 る。 个0藺ULの 値

の 取 方 が 壓 力 塘 加 に 及 ぼ す 影 響 を 見 る。 此 爲 にaP _oに は ⑲ 式 で 計 算 し

た3値 よ りx;;,i一 け の 相 異 が あ る とす る。 著 者 の 計 算 し ナニ所 に よ る と

ll,+SO:の 揚 合 に はx=10 ,AOで 壓 力 堆 加1の 理 論 數 と實 験 数 とが 一 致 す

る.此 際L,.に 就 て も同 様 の 計 鉢 を し て 見 る とxの.値 は 僅 少 のti量 を

取つ てF9=.av數 と 實 験 數 と の 一 致itStら れ る。SO汁Q忠 の 揚 企 に は`嘱 二就

てx-10%と す れ ば 事 實 に よ く合 ふ 搬 に な つ て ゐ る。 實 際 は 嘱L,a

の 偏 差 は 同 時 に重 り合 ふ て 居 る もの と思 は れ る.然 しH:fig(度 が α2%

4Yt,:`xlitsSt析 の 計sr一 に1ポvander¥ti"a:d+及vanLsar氏 の 式 を 使 用 す

れ ば 充 分 の 結 果 を 與 へ る。

　

i
.

附 記 『0.Ma・ ・及 びJ,H,)[ennie(二6.爾 氏 はCO.+i1.(7=XlI,+11,0な

る 混 合 氣 彊 に 就 てDalt兜 氏 定 律 へ の 遨 背 を 見 て ゐ る.此 報 告 は 次 回

に 譲 る.・

文

,

)

嶺

-

(t)

(`1)

(;3)

獻

M.Traufz氏(Z.`.nnorg・ILangen1.U1iem.,15)(192σ',0了7)に 塀 とる 。

Pert:isto】1氏 著Tl亀eSpeci恥herdsofri<e,に 縷 る9從 つ て 下 記 の

文 獻 は 悉 く 同 署 に よ る 。 著 者 を 再 録 す る 煩 を さ け 木 文 中 の 番

號 に 從 ふ 。

NewEXpcrimel1いphyaicn-inech皿ioこllToUclLin9・theSprlngnna.we童ghtof

theair,Sudwl,C)cfn:d,(1Gfi2!.

PhiLTrnna.,144,:{i!i,(1854卸

ILid..152,;i.9,(18,`_'!.

、
一14c/一
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